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CHINBAO 遺伝資源を収集するとともに，栽培方法, 播種時期, 現地名, 利用方法, 収集地点の
地理情報(GPS)など遺伝資源に関わる栽培技術・経済情報および伝統知などの情報を収集した。 
第 1 節：Yangon 地方域，Bago 地方域，Magway 地方域，Mandalay 地方域，Sagaing 地方域，
Ayeyarwady地方域および Shan州における Hibiscus属野菜遺伝資源の探索および収集 ミャン
マーにおける広域な調査により，CHINBAOと呼ばれる野菜は 1種ではなく，複数のHibiscus属植
物の総称名であることがわかった。その中でも，主要栽培種として利用されているのは H. 




第 2 節：Chin 州における Hibiscus 属野菜遺伝資源の探索および収集 Chin 州山岳部の標高
2000ｍ付近では，冬季の夜間最低気温が約 5℃となる。H. sabdariffa は 10℃以下の低温により，
顕著に落葉するが，H. radiatusおよび H. acetosellaは，現地調査で耐冷性が観察された。その為，
冬季のChin州山岳部では，両種が主要なCHINBAOの栽培種とされ，さらに低地では見られなか
った形態変異が発見され, 地域特有の品種分化が認められた。  
第 3節：Mon州, Tanintharyi地方域, Kayin州，Kachin州およびその他の地域におけるHibiscus
属野菜遺伝資源の探索および収集 雨季の降水量が 2,000mm を超え，多湿状態となる半島部で




野菜利用される Hibiscus 属植物 CHINBAO の 1 種であることが明らかとなった。一方，湿潤な
Kachin 州の山間地においては，保存している種子の湿害を避ける工夫として，囲炉裏とヒョウタン
を用いた伝統的な種子の保存方法が確認された。また，冬季に栽培が困難な CHINBAO の代替
作物として自生する Begonia sp.が利用されていることがわかった。 
第 4節：遺伝資源探索の考察 ミャンマー広域の探索収集により，各地のCHINBAOの栽培，利用， 
種子管理などの情報が整理され，CHINBAOの実態が明らかとなった。すなわち CHINBAO とは，
5種の Hibiscus属植物の総称で，それぞれの栽培種は，栽培環境や需要にあわせて選択されるこ
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とで，ミャンマー全土で広く利用され，その利用には特定種に偏る傾向が認められた。H. sabdariffa
は，調査した全ての地点で栽培と食用利用が確認されたことから，最も主要な CHINBAO は H. 
sabdariffa であることがわかった。このことは，①多様な自然環境条件に対し， 広域環境適応性を
持つこと，②栽培が容易で収入が比較的安定であること，③ミャンマー人の酸味に対する嗜好性は
地域・民族に共通して高いことが主な要因であると推察された。また， Sagaing 地方域では H. 




第 1 節：さく葉標本を用いた種の同定 ミャンマー林業大学およびインド・日本・イギリス・アメリカ・ト
ーゴ等の研究機関が保管するHibiscus属植物のタイプ標本を用いて，苞・小苞葉・葉の形状・葉弁
の色・種子形態等の形態を比較し，種の同定を行った。その結果，CHINBAO とは H. sandariffa，
H. cannabinus，H. radiatus，H. acetosella，H. surattensis，H. asperの 6種の植物種と推定された。 
第 2節：フローサイトメトリーによる分類 H. sabdariffa と H.asper は, 形態の比較のみでは区別が
非常に困難であるが，前者は染色体数が 2n=72, 後者は 2n=36 であることから，H. asper と同じ
2n=36のH. cannabinusを加え，内部標準にエンドウマメ(Pisum sativum 4,800Mb)を用いて，フロー
サイトメトリーによる比較を行った。その結果，形態分類では H. asper と推察された個体は H. 
sabdariffaと同じピークを示し，同じ 2n=72であることが明らかとなった。このH. asperに似た個体は，
タイで品種改良された繊維用品種 Ton-Kiew と形態的特徴が似ていることから，H. sabdariffaの変




第 3章： Hibiscus属植物 5種の地理的分布 
第 1節：5種の CHINBAOの分布の特徴 ミャンマー全土から収集した計 342 点の遺伝資源サン
プルの内，全体の 71％にあたる 244 点が H. sabdartiffa となり 5 種の CHINBAO の中で H. 
sabdartiffa の栽培と利用の頻度が最も高く，ミャンマー全域に分布することがわかった。次に H. 
cannabinus においては全体の 17％を占め，H. sabdariffa の次に出現頻度が高かった。特に
Ayeyarwady川流域の Sagaing地方域，西部山岳地帯および東部高地で出現頻度が有意に高くな
った。一方，半島沿岸部での栽培はほとんど確認されず，種子も採集できず出現頻度が顕著に低
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広く散発的であった。このように 5種のCHINBAOの地理的分布には，偏在する傾向が見られ, 特
に H. cannabinus と H. radiatusおよび H. acetosellaの分布には他の種と比べて有意な差が認めら
れた。  









第 1節：主要作物と洪水と CHINBAOの関係 大河の周辺地域では，農作物の圃場は洪水のリス
クを伴う。洪水の影響が異なる地域で，米・野菜・油糧作物を主要作物とする，A：大河の中州，B：
大河沿いの堆積地，C：川から離れた内陸部の3地点において，H. sabdariffaの栽培と種子管理に
関する調査を行った。その結果，ミャンマー農業にとって H. sabdariffa は主要作物の洪水や干ば
つのリスクから収入の安定を下支えする作物であり，多様な環境下で行われるミャンマー農業にお
いて他の野菜類とは役割の異なる重要な作物であることが明らかとなった。 
第 2節：CHINBAOの栽培技術 ミャンマー全域で H. sabdariffaが栽培される背景として，多様な
栽培方法があること，また他の作物との組み合わせが容易であることがあげられる。乾季に川底が
露出する堆積地を利用した畑は，次の雨季の増水までの限られた期間により早く，多くの作物を収



























を行った。ミャンマー特有の Poe Yon と呼ばれる作物ごとに専業化された民間仲卸業者の組織が
CHINBAO 種子の流通に関係していることが明らかとなった。主に油糧作物を扱う Poe Yon が，油
工場が食用油の水増し用に CHINBAO種子の購入に積極的だったことが，Poe Yonが CHINBAO
種子を扱うことになった始まりと考えられる。現在では表面的には CHINBAO 種子による油の水増




比べて CHINBAO の取扱量は極めて少ないことから，Poe Yon のオーナーは，CHINBAO 種子を
広域に流通させる機能を果たしている認識が殆ど無いこともわかった。 
第 2 節：種子管理組織の機能 種子保全および維持に関与する様々な組織の現状を調査するた




















菜利用される Hibiscus 属植物, 総称 CHINBAO が 5 種の Hibiscus 属植物から構成されることが
明らかとなった。これまで，ミャンマーで H. sabdariffa が食用とされることに関する報告は複数散見
























子流通経路を調べ，作物集積システム Poe Yon が種子を国内広域に拡散し，遺伝的多様性の
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維持に寄与していることがわかった。本研究は，持続可能な農業を推進する遺伝資源の保全
と利用に貢献すると評価し，審査委員一同は，博士（国際農業開発学）の学位を授与する価
値があると判断した。 
